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の
農
業
委
員
会
総
会
の
中
で
外

国
人
に
よ
る
農
地
の
権
利
取
得

に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
、
十
二

分
に
協
議
し
な
が
ら
当
た
っ
て

い
く
。

答
弁
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

　
　

こ
の
制
度
の
運
用
を
徹
底
し

て
い
く
、
ま
た
は
、
徹
底
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
か
ら
も
、
当
市
農
業
委

員
会
独
自
の
規
制
は
考
え
て
い

な
い
。

再
質
問

　
　

ぜ
ひ
、
常
総
市
農
業
委
員
会

の
存
在
感
を
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
防
災
に
つ
い
て
の
答
弁
に
対
す

る
確
認
に
つ
い
て

常
総
広
域
に
つ
い
て
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質
問

　
　

①
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
の
建

設
費
は
い
く
ら
か
。
今
後
、
維

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
と
外
国
人
の
土
地
（
農
地
）
取
得
制
限
に
つ

い
て

小
林　
　

剛 
議
員

再
々
質
問

　
　

合
併
し
て
６
年
と
な
り
、
広

域
一
元
化
に
つ
い
て
は
市
民
の

た
め
、
あ
る
い
は
経
費
節
減
の

た
め
に
も
ぜ
ひ
と
も
諸
問
題
を

ク
リ
ア
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

再
々
答
弁
（
市
長
）

　
　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
一
元

化
を
整
え
た
。
ご
み
問
題
と
消

防
一
元
化
に
つ
い
て
は
や
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
問
題
で
あ
り
、

進
め
て
い
く
。
一
番
大
切
な
こ

と
は
、
住
民
へ
の
説
明
責
任
で

あ
り
、
こ
れ
を
基
本
と
し
て
な

る
べ
く
早
い
時
期
に
一
生
懸
命

や
っ
て
い
く
。

質
問

　
　

昨
年
よ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反

対
、
ま
た
は
慎
重
に
す
べ
き
と

の
意
見
書
が
、
全
国
１
１
０
０

を
越
え
る
地
方
議
会
か
ら
国
に

提
出
さ
れ
て
い
る
。
参
加
に
よ

る
悪
影
響
は
農
業
分
野
に
限
ら

れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
Ｊ
Ａ

関
係
団
体
は
国
技
館
に
お
い
て
、

約
６
０
０
０
名
規
模
の
反
対
集

会
を
開
い
た
。
今
年
に
入
っ
て

か
ら
は
、
全
国
の
農
業
者
団
体

な
ど
で
も
デ
モ
や
集
会
を
繰
り

返
し
、
積
極
的
に
反
対
運
動
を

展
開
し
て
き
た
。
私
も
、
地
方

議
会
の
会
や
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
、

が
ん
ば
れ
日
本
行
動
委
員
会
の

皆
さ
ん
と
２
０
０
０
人
規
模
の

デ
モ
を
敢
行
し
て
き
た
が
、
時

の
政
権
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
お
い
て

協
議
参
加
を
表
明
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
こ
で
、
農
業
者
の
立
場

と
農
業
委
員
の
経
験
か
ら
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
24
項
目
の
中
の
農
業
分
野

を
取
り
上
げ
、
常
総
市
農
業
委

員
会
の
見
解
を
問
う
。

　
　

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
24
項
目
に
は
労
働

と
い
う
項
目
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
外
国
人
が
職
業
移
民
で
き
る

よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

再
質
問

　
　

ご
み
行
政
の
一
元
化
は
目
安

と
な
る
時
期
を
示
せ
。
消
防
に

つ
い
て
は
、
指
揮
系
統
の
違
い

に
よ
り
、
災
害
時
に
非
常
な
不

安
が
あ
る
が
、
執
行
部
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
示
せ
。

再
答
弁
（
企
画
部
長
）

　
　

他
の
構
成
市
町
と
の
調
整
も

あ
り
ご
み
問
題
の
一
元
化
に
つ

い
て
は
、
こ
の
時
期
に
、
い
つ

ま
で
と
は
軽
々
に
申
し
上
げ
ら

れ
な
い
。
常
備
消
防
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
利
便
性
を
損
な
わ

な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

県
の
広
域
５
ブ
ロ
ッ
ク
化
も
視

野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
く
。

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
低
賃
金
の

外
国
人
労
働
者
の
流
入
が
予
想

さ
れ
る
。
現
在
は
、
水
資
源
や

森
林
を
投
資
目
的
で
、
外
国
人

が
買
い
あ
さ
っ
て
い
る
が
、
今

後
、
小
規
模
農
業
者
の
高
齢
に

よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
を
考

え
る
と
き
、
大
変
危
険
な
状
況

に
な
っ
て
く
る
。
改
正
農
地
法

に
は
国
籍
条
項
が
な
い
か
ら
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
人

に
よ
る
農
地
の
取
得
は
可
能
と

な
る
。
大
量
の
外
国
人
が
流
入
、

そ
し
て
農
地
を
取
得
、
ま
た
、

政
府
に
よ
る
外
国
人
参
政
権
導

入
の
傾
向
な
ど
を
考
え
れ
ば
、

農
地
法
に
国
籍
条
項
を
入
れ
る

か
、
あ
る
い
は
、
常
総
市
農
業

委
員
会
が
、
独
自
に
規
制
を
作

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

　
　

②
改
正
農
地
法
で
は
一
般
法

人
も
参
入
可
能
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
常
総
市
農
業
委
員
会
で

の
独
自
規
制
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
弁
（
農
業
委
員
会
会
長
）

　
　

独
自
に
、
取
り
扱
い
要
領
を

定
め
て
い
る
例
も
あ
り
、
今
後

持
費
は
、
年
間
ど
の
く
ら
い
か

か
る
か
。

　
　

②
下
妻
広
域
の
年
間
費
用
は

ど
の
位
か
か
る
か
。
今
後
の
建

設
に
ど
う
対
応
す
る
か
。

　
　

③
６
万
数
千
人
の
市
に
、
二

箇
所
の
ご
み
処
理
施
設
は
不
要

で
あ
る
。
執
行
部
の
見
解
は
。

答
弁
（
市
民
生
活
部
長
）

　
　

①
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設

費
は
約
２
１
０
億
で
あ
り
、
当

市
の
負
担
金
は
、
24
年
度
約
2

億
、
25
年
度
約
3
億
、
26
年
度

約
2
億
8
千
万
が
見
込
ま
れ
る
。

　
　

②
ク
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
・
き
ぬ

は
維
持
補
修
を
し
つ
つ
、
長
期

に
使
用
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

答
弁
（
企
画
部
長
）

　
　

③
行
財
政
の
効
率
化
を
目
指

し
、
早
期
の
一
元
化
に
努
め
て

い
く
。

再
質
問

　
　

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
の
建
設

費
中
、
市
の
負
担
分
は
い
く
ら

か
。
今
後
の
維
持
費
負
担
金
も

示
せ
。
ま
た
、
下
妻
広
域
の
維

持
管
理
費
は
。

再
答
弁
（
市
民
生
活
部
長
）

　
　

市
の
建
設
費
負
担
分
は
約
35

億
７
千
万
円
で
あ
る
と
考
え
る
。

維
持
費
に
つ
い
て
は
、
常
総
広

域
は
25
年
度
で
約
３
億
、
26
年

度
で
２
億
８
千
万
。
下
妻
広
域

に
つ
い
て
は
、
25
年
度
で
２
億

６
千
万
、
26
年
度
で
２
億
５
千

万
、
27
年
度
で
約
３
億
１
千
万

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

再
々
質
問

　
　

下
妻
の
施
設
は
、
遠
く
な
い


